
Ⅲ 平成２１年度の重点的な取り組み 

１ 教育委員会予算のポイント 

総括 

 

１  「学力向上・いじめ問題等対策計画（学ぶ力を育み心に寄りそう緊急プラン：H20.7 策定）」に基づき、取り組みの

強化及び新たな「しかけ」を導入し、目標達成を確実にしていく。 

また、学力や生徒指導上の諸問題について課題の多い地域（高知市等）を重点的に支援する。 

２  県勢発展の原動力となる人材育成を進めるため、高知県教育振興基本計画（平成２１年９月策定予定）の検討状

況を踏まえ、中長期の教育環境等の整備を行う。 

また、産業振興計画や平成２２年放送予定のＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」への対応など、県勢浮揚に向けた施策も

積極的に実施する。 

 

予算の重点項目                     

                                             （H20（7 月補正含む。）→H21） 

１ 「緊急プラン」５つの改革の強力な推進 

  
（１）学校・学級改革 

拡充 学校改善プランに基づく支援、指導の強化（重点支援校 33→46 校）     

【学校改善プラン実践支援事業（965→1,981 千円）】 

拡充 学力向上に意欲的に取り組む学校に対する人的支援の継続及び拡充 

            学力向上対策の企画・コーディネートを実施する教員（20人継続）     【学力向上指導改善加配（人件費）】 

            教員の授業に指導・助言を行う教科のエキスパート（15→7 人）      

【教科指導エキスパート派遣事業（25,664→9,470 千円）】 

            授業での個別学習支援や放課後の補充学習支援等を行う非常勤講師（35→60 人）     

【中学校学力向上対策非常勤講師配置事業（38,521→39,781 千円）】 

継続 算数・数学の単元テストの対象学年拡大（中 1～3→小 4～中 3）        

【算数・数学学力定着事業（7,666→4,816 千円）】 

新 全国学力・学習状況調査結果からみられる課題解決の先導的な実践例を改善モデルとして県内に普及 

                                              【教育のまちづくりプラン推進事業(0→6,000千円)】 

      全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果から課題解決へ向けた運動プログラムを作成し、県内に普及 

                                                  【子どもの体力向上支援事業(0→2,425 千円)】 

新 

      スポーツの素晴らしさを実感し、運動する意欲を高めるためのトップアスリートの派遣 新 
【トップアスリート夢先生派遣事業(0→7,170 千円 )】 

 

（２）教員指導力改革 

   （組替新規） 教員指導力向上に資する研修の実施        【教員指導力改革実践事業（1,035→7,344 千円）】 新 
中学校の数学、国語科全中堅教員への集中的な教科研修（数学：H19～21、国語：H21～23） 

教材検索システムの活用による教科研究支援、教科指導等におけるＩＣＴ活用についての実践研修 

 

 



  （組替新規） 学校組織におけるＰＤＣＡサイクルの確立とＯＪＴ強化に資する研修の実施 
新 

【学校組織活性化実践事業（4,171→4,339 千円）】 

継続 小中学校各 5 教科のミドルリーダーを計画的に育成（H20～26 の 7 年間で 350 人育成）             

【教科ミドルリーダー育成事業（6,095→5,907 千円）】 

        小学校の体力低下に対応する指導者のための体育指導資料の作成 
新 

【健やかな体を育む小学校体育推進事業(0→668 千円)】 

 

（３）幼児教育改革 

拡充 親育ち支援の強化                            【子育て・親育ち支援事業（241→2,122千円）】 

新 親育ち支援チームの結成 （幼保支援課に設置） 

子育て支援アドバイザーの増員 (9→11 名)） 

拡充 地域のﾆｰｽﾞに応じた保育ｻｰﾋﾞｽの充実       【保育ｻｰﾋﾞｽ等推進総合補助金 （32,000→44,000 千円）】 

拡充 認定こども園の普及拡大への支援（3→7施設）           【認定こども園推進事業（9,683→25,129千円）】 

第３子以降３歳未満児の保育料無料化・軽減を助成      【多子世帯保育料軽減事業(0→20,092 千円)】 

       
新 

（４）心の教育改革 

      不登校・いじめ等が急増する中１段階への体系的な施策の実施 

新 

新 
【不登校・いじめ等対策小中連携事業（0→16,596 千円）】     

中学入学時におけるガイダンスや仲間づくりのための集団合宿、学校と連携した自然体験活動等実施 

                                            【青少年センター主催事業(725→4,293 千円)】  

拡充 Ｑ－Ｕｱﾝｹｰﾄの全公立小中学校への普及・定着        【温かい学級づくり応援事業（2,797→6,517 千円）】 

拡充 子どもや保護者等の不安や悩みを相談できる体制の強化 

（スクールカウンセラー等 120→154 校、スクールソーシャルワーカー 14→18 市町村） 

【教育相談体制充実費（102,870→122,005 千円）】 

 

（５）放課後改革 

    子どもの読書環境の地域間格差解消、読書時間増加、読書の質の向上への取り組み 新 
                                 【子どもの読書活動推進総合事業（0→6,683 千円）】 

拡充 放課後子どもプランの拡大と充実       【放課後子どもプラン推進事業（176,898→281,266 千円）】  

             小学校区での実施箇所数の拡大（130→146 箇所） 

新 

             中学生を対象とした「放課後学習室」の設置（0→15 箇所） 

学習習慣の確立の充実・強化（0→152 箇所） 

継続 市町村や小中学校ＰＴＡ等が行う基本的生活習慣の定着などの取組を支援 

【子どもの生活リズム向上推進事業（3,629→3,180 千円）】 

     （組替新規）子育て支援のための地域人材養成や企業、ＮＰＯ等と連携した学習機会の提供等 新 

                                          【家庭教育支援基盤形成事業(0→9,920 千円)】 

拡充 地域ぐるみで学校の教育活動を支援する「学校支援地域本部」の拡大・強化 

（16→19 市町村、19→22 本部）                 【学校支援地域本部事業（25,447→40,384 千円）】 

拡充 地域のスポーツ人材の学校派遣による運動部活動の充実・活性化 

          （中学校 47→80 部）               【地域スポーツ人材の活用実践支援事業（2,186→7,328 千円）】 

拡充 授業での個別学習支援や放課後の補充学習支援等を行う非常勤講師の活用（35→60 人） 

              ≪再掲≫ 【中学校学力向上対策非常勤講師配置事業（38,521→39,781 千円）】 

 

 



 

２ 目標達成のための新たな「しかけ」の導入と徹底 

 

（１）高知県・高知市連携による授業と予習・復習（宿題）のサイクルを定着させる仕組みづくり 
① 本県公立中学校の生徒数の 37％を占める高知市立中学校での授業と予習・復習（宿題）のサイクル化を支援  

・ 学習習慣確立のためのプログラム作成と実施 

・ 学校の実施体制を確立するための学力向上スーパーバイザーの配置 

・ サイクル化を支援する、中学校学力向上補助員の配置 

新 【中学校学習習慣確立のための緊急支援事業（0→54,808 千円）】 

② 放課後の時間帯を中心として学力実態に応じた支援を行う放課後学習支援員の配置 

新 
【放課後学習支援員配置事業（0→62,162 千円） ※緊急雇用創出臨時特例基金事業による実施】 

   

（２）本県を先導する学校をさらに伸ばす支援制度の創設 

① 高い目標を掲げて意欲的に取り組む小中学校２５校を支援 

学力、生徒指導等のモデルとなる拠点校のさらなる向上 

      【目指せ！教育先進校応援事業（0→25,984 千円）】 新 

② 新学習指導要領の完全実施に向けて先導的な役割を担う中学校３校を支援 

      【中学校新教育課程拠点校指定事業（0→1,793 千円）】 
新 

 

（３）５つの改革を推進した学校、教職員への奨励 

頑張った教職員等への表彰制度の拡充及び優れた取り組みの周知・啓発 

 

（４）教育先進県を目指した人材育成 

     広い視野と豊かな識見を獲得するため、政策研究大学院大学や教育先進自治体に人材派遣 

         【目指せ！教育先進県研究事業（0→7,510 千円）】 
新 

 

（５）教育課題の解決や先導的な取組みを進める学校への新たな職（副校長、主幹教諭、指導教諭）

のモデル的導入 

 

（６）高等学校入学者選抜制度及び通学区域の見直し 

 
（７）高校生の進路希望を達成させるための支援 

     興味、関心、適性、能力に沿った進路希望の実現のため、系統的な学力向上対策を実施 

      【高等学校学力向上対策事業（0→30,000 千円）】 
新 

基礎学力の向上  つなぎ教材・基礎学力補助教材の研究・作成、学力向上ｻﾎﾟｰﾄ員配置 

力のある学校づくり  学力定着把握調査の実施、学びの学習合宿の実施 

教員の資質向上  校内研修の充実、学力向上対策の研究、普通教科の教科別研究協議会の実施 

進路実現のための学力の向上  学力向上意識啓発、進路手引書の作成、進学入試問題集・進路情報誌の充実 

     各学校の教育活動の特色化・活性化のため、創意工夫による取り組みを支援 

継続 【２１ハイスクールプラン推進事業（40,000→30,000 千円）】 

 

 

 



 

３ 将来を見据えた教育環境の整備 

 

（１）学校施設等耐震化 

拡充 【南海地震に備える施設整備費（129,573→372,367 千円）】 

（県立学校の耐震診断及び耐震化工事等）  

拡充 【公立学校施設耐震診断支援事業（7,531→34,677 千円 うち２月補正予算 11,559 千円）】 

拡充 【公立小中学校耐震化促進事業（109,882→260,088 千円 うち２月補正予算 49,508 千円）】 

拡充 【保育所・幼稚園耐震化促進事業（9,135→16,437 千円）】 

    （     上記のうち、公立保育所耐震診断事業） 
新 

 

（２）土佐海援丸の代船建造 

  海洋産業の担い手と将来の高知県を担う人材育成のため、新たな実習船を建造 

新 【土佐海援丸代船建造費（設計委託料）（0→9,450 千円）】 

 

（３）県立学校の教育環境の整備 

① 高等学校における産業教育のための設備整備】 

拡充 【産業教育等設備整備費（備品購入費）(18,191→362,697 千円 うち２月補正予算 344,847 千円)】 

② 県立学校校内ＬＡＮの再構築によるセキュリティの強化と教育ネットの活用促進 

        【情報教育推進費（0→99,767 千円）２月補正予算】 

   ③ 特別支援学校におけるスクールバスの更新 

新 

        【学校運営管理費（備品購入費）（0→24,142 千円）２月補正予算】 新 
 

 

４ 県勢浮揚に向けた施策の実施 

 

（１）産業振興計画への対応 

  食育・食農教育等体験学習の推進と、地場産物の学校給食への活用促進による産業の振興 

【産業振興食育推進事業（0→7,952 千円）】 

          
新 

（２）龍馬伝への対応 

① 「龍馬伝」に関連する歴史上の人物の学習を通じた、児童生徒の郷土愛の育成等 

        【ふるさと教育推進事業（0→2,444 千円）】 新 

② 「龍馬伝」放映に合わせた高知城の美観及び利便性の向上 

    拡充 【高知城施設保存整備事業（6,735→48,227 千円） うち２月補正予算 46,727 千円】 

 

（３）生涯学習の推進等による教育的風土づくり 

   個人のﾆｰｽﾞと社会の要請に応じた学習環境や県内の教育的風土づくり 

       【全国生涯学習フェスティバル推進事業（0→2,791 千円）】 
新 


